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１章 集計 【動画】 

1.1 質的データの集計 

 データには性別や賛成・反対・どちらともいえないなどの分類データと身長、体重、テス

トの点などの数字が大切なデータとがあります。一般に前者は質的データ、後者は量的デー

タと呼ばれ、統計では処理の方法を決める重要な性質です。但し、成績の５段階評価などの

ように、分類だけど点数として平均を取ったり、点数を優・良・可・不可に分けたりと同じ

データを異なった見方で見る場合もありますので２つのデータが完全に分離されるわけで

はありません。ここではまず質的データについて、その代表的な集計方法を学びます。 

 最初に以下のような例について考えてみます。これはあるアンケート調査で性別（１：男

性，２：女性）と、ある意見に対して賛成かどうか（１：賛成，２：反対，３：どちらとも

いえない）を聞いたものと考えていただければよいでしょう。これらはどちらとも分類デー

タですので質的データです。 

例 

 ２０人にアンケートを取ったところ、以下のような結果が得られた。以下の問いに答え、

結果は文書にまとめよ。 

性別 回答 性別 回答 性別 回答 性別 回答 

１ １ ２ ３ １ ２ ２ １ 

２ １ １ １ １ ２ １ ２ 

１ ２ ２ ２ ２ １ １ １ 

１ ２ ２ ３ ２ １ ２ ３ 

２ １ １ １ １ ３ １ １ 

注）性別： １：男性 ２：女性 

  回答： １：賛成 ２：反対 ３：どちらともいえない 

１）回答に関する１次元分割表を描け。 

２）性別と回答に関する２次元分割表を描け。 

３）回答に関する分割表を用いて棒グラフと円グラフを描け。 

４）性別と回答に関する分割表を用いて積み重ね棒グラフを描け。 

解答 

College Analysisを起動させると、以下のような画面になります。 

 

図 1.1.1 College Analysis起動画面 

https://www.youtube.com/watch?v=qz1Jnt_bNzo


統計 第 1回 

 1-2 

起動画面左上に現れているのはグリッドエディターです。これは Excelのようにデータを

表で編集するツールです。このツールには Excelからデータをコピー・ペーストすることが

できますが、ここではまずは保存したデータを開くところから始めます。 

画面の上に並んでいる「エディタ表示、ファイル、編集、・・・」がメニューです。メニ

ューから［ファイル－開く］を選ぶと、ファイル選択用の Window が開きます。その中で、

プログラムと同じフォルダーにある「Samples」フォルダーを開き、「テキスト 1.txt」を選択

します。結果は以下のようにグリッドエディタに入力されます。 

 

図 1.1.2 グリッドエディタへの入力 

 

 それではいよいよ例題の解説をします。 

１）回答に関する１次元分割表を描け。 

これは回答の３つの選択肢をそれぞれ何人が選んだかを数える問題です。質的なデータに

おいては最も基本的な集計です。 

まずエディターメニュー［分析－基本統計－質的データの集計］を選択します。そうする

と以下のように質的データ集計実行メニューが開きます。 

 

図 1.1.3 質的データの集計実行メニュー画面 
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このときメニューバーを見て下さい。たくさん項目のあった前のときと違っています。メ

ニューは各Window について決まっていますので、どのWindowが選ばれているかで表示さ

れるメニューが違います。例えば最初に現れる「分析」を含むメニューはデータ編集 Window

に付属しますので、これが表示されていない場合、これを表示するにはデータ編集 Window

をクリックします。 

ここではまず「変数選択」ボタンによりどの変数について集計を取るか決めます。「変数

選択」ボタンをクリックすると以下の変数選択画面が現れます。 

   

図 1.1.4 変数選択 

左図の左上のコンボボックスをクリックすると変数名が現れますので、その中から必要なも

のを選びます。選んだ変数名は下のリストボックスに表示されます。リストボックスの整理

は「All」「Delete」「Reset」「Top」「Up」「Down」などのコマンドボタンで行いますが、今回

は回答だけなので回答を選択して、「OK」ボタンをクリックします。 

 これで変数選択画面が消え準備が整いましたので、質的データの集計メニューの中の「分

割表の作成」ボタンをクリックします。すると以下のような 1次元分割表の画面が表示され

ます。 

 

図 1.1.5 1次元分割表表示画面 

これで回答のところで 1, 2, 3と答えた人数が分かりました。 
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２）性別と回答に関する２次元分割表を描け。 

 次は男女別に回答状況を見てみたい場合です。このような集計には 2次元分割表が利用さ

れます。 

 先ほどの変数選択で性別と回答をこの順番で選んでみます。 

 

図 1.1.6 2次元分割表のための変数選択 

その後、「分割表の作成」ボタンをクリックすると、以下のような結果が表示されます。 

 

図 1.1.7  2次元分割表表示画面 

ここで行が性別になっていますが、変数選択の順番を逆にすると行が回答になります。これ

を見ると女性の方が反対に比べて賛成の比率が多いようです。 

 我々はこの結果を Wordや Excelに貼付けて利用することが多いので、その方法をここで

見ておきましょう。 

この出力結果が選ばれた状態で［編集－全コピー］メニューを選択すると結果がコピーさ

れます。Excelを起動して［編集－貼り付け］メニューで以下のようにデータが貼り付きま

す。 
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図 1.1.8 Excelへ表の貼り付け 

同様にしてWordへの貼り付けも行えますが、ExcelからWordへの貼り付けは機能がたかい

ので、結果は一旦 Excelに保存し、まとまったらWordへ貼り付けることをお勧めします。 

 表の中の一部をコピーする場合は、全コピーではなく［編集－コピー］メニューを利用し

て下さい。 

 

３）回答に関する分割表を用いて棒グラフと円グラフを描け。 

 1次元分割表を視覚的に表示するために棒グラフか円グラフがよく使われます。データの

度数を重視する場合は棒グラフ、割合を重視する場合は円グラフで表示するのが標準的です。 

 まず質的データの集計メニューの左下のところにあるグラフ名のコンボボックスから棒

グラフを選択します。これはデフォルトで設定されています。次にその右の分割表グラフを

クリックすると以下のように棒グラフが表示されます。 

 

図 1.1.9 棒グラフ表示画面 
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ここでグラフの項目名や色などの変更もできますが、また必要に応じて説明します。またこ

のグラフもグラフの［編集－画面コピー］機能で Excel などへ貼り付けることができます。 

次に円グラフについてですが、グラフ選択のコンボボックスから円グラフを選び、「分割

表グラフ」ボタンをクリックすると以下の円グラフが表示されます。 

 

図 1.1.10 円グラフ表示画面 

その他にもグラフのメニューはいくつかありますが必要になったときに説明します。 

 

４）性別と回答に関する分割表を用いて積み重ね棒グラフを描け。 

 この問題ではまず「変数選択」ボタンで、性別と回答をこの順番に選択します。 

メニュー右下のグラフ名のコンボボックスから積み重ね棒グラフを選択し、「分割表グラフ」

ボタンをクリックすると以下のようなグラフが表示されます。 

 

図 1.1.11 積み重ね棒グラフ表示画面 
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横軸の下の項目名は、グラフのメニュー［編集－項目名変更］機能を使って訂正できますが、

右上の凡例はグラフメニューの［編集－データ・凡例名変更］機能で訂正できます。 

上の例は男女の数を基準にしていますが、変数選択の順便を変えると、回答を基準にグラ

フを描くこともできます。 

 

図 1.1.12 積み重ね棒グラフ表示画面２ 

 

問題１ 

 Samples¥テキスト 9.txt を用いて以下の問いに答え、結果は文書にまとめよ。但し、地域

について 1：市街、2：郊外、意見１について 1：賛成、2：反対、意見２について 1：はい、

2：いいえ、3：どちらとも（いえない）とする。 

 

１）地域に関する１次元分割表を描け。 

市街 郊外 合計 

   

２）意見１に関する１次元分割表を描け。 

賛成 反対 合計 

   

３）意見２に関する１次元分割表を描け。 

はい いいえ どちらとも 合計 

    

４）地域と意見１に関する２次元分割表を描け。 

 賛成 反対 合計 

市街    

郊外    

合計    
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５）地域と意見２に関する２次元分割表を描け。 

 はい いいえ どちらとも 合計 

市街     

郊外     

合計     

６）意見２に関する棒グラフと円グラフを描け。 

 

７）地域と意見２に関する積み重ね棒グラフを描け。 

   

問題解答 

１）地域に関する１次元分割表を描け。 

市街 郊外 合計 

94 106 200 

２）意見１に関する１次元分割表を描け。 

賛成 反対 合計 

85 115 200 

３）意見２に関する１次元分割表を描け。 

はい いいえ どちらとも 合計 

71 56 73 200 

４）地域と意見１に関する２次元分割表を描け。 

 賛成 反対 合計 

市街 32 62 94 

郊外 53 53 106 

合計 85 115 200 
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５）地域と意見２に関する２次元分割表を描け。 

 はい いいえ どちらとも 合計 

市街 33 26 35 94 

郊外 38 30 38 106 

合計 71 56 73 200 

 

 


